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二
〇

は
じ
め
に

十
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
河
西
一
帯
を
掌
握
し

た
西
夏
は
、
国
家
事
業
と
し
て
仏
典
翻
訳
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
仏
教

が
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
西
夏
に
隣
接
す
る
チ
ベ
ッ
ト
の
地
に
お

い
て
は
、
吐
蕃
王
国
の
崩
壊
以
降
続
く
小
国
分
立
状
態
の
な
か
、
カ

ギ
ュ
派
・
サ
キ
ャ
派
を
は
じ
め
と
し
た
後
伝
期
仏
教
の
諸
教
団

（
（
（

が
在

地
氏
族
と
結
び
付
く
こ
と
で
政
治
勢
力
へ
と
台
頭
し
、
覇
権
争
い
を

繰
り
広
げ
て
い
た
。

一
二
二
七
年
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
に
よ
っ

て
西
夏
が
崩
壊
す
る
と
、
一
二
三
五
年
の
ク
リ
ル
タ
イ
の
結
果
、
旧

西
夏
領
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
甥
で
、
オ
ゴ
テ
イ
の
息
子
で
あ
る
コ

デ
ン
（K

öden/ G
odan

） 

の
領
地
と
な
る
。
以
降
チ
ベ
ッ
ト
は
モ
ン

ゴ
ル
勢
力
と
境
界
を
接
す
る
。

コ
デ
ン
に
よ
る
服
属
約
定
者
の
招
聘
に
応
じ
、
サ
キ
ャ
派
の
座

主
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
・
ク
ン
ガ
ー
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
ペ
ル
サ
ン
ポ

（Sa skya paN
D

ita kun dga’ rgyal m
tshan dpal bzang po, c. 1182-

1251

）
は
、
そ
の
甥
パ
ク
パ
・
ロ
ト
ゥ
ー
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
（‘Phags 

pa blo gros rgyal m
tshan,  c.1235-1280

）
を
伴
い
、
コ
デ
ン
の
駐

屯
す
る
涼
州
へ
と
向
か
う
。
こ
の
会
見
は
後
の
パ
ク
パ
・
フ
ビ
ラ
イ

に
代
表
さ
れ
る
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
ら
を
帰
依
処
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
や
歴

代
カ
ア
ン
を
施
主
と
し
た
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
樹
立
の
契
機

と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

西
夏
は
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
に
よ
り
崩
ぼ
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
崩
壊

以
降
も
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
西
夏
（m

i nyag

）
に
関
す
る

サ
キ
ャ
派
史
料
に
お
け
る
西
夏
の
記
述

　
　

 

チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
樹
立
期
の
記
述
変
化
を
中
心
に 　
　

浜
　
中
　
沙
　
椰



サ
キ
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派
史
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述

二
一

記
述

（
（
（

が
採
録
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
み
ら
れ
る
西

夏
の
記
述
は
そ
の
内
容
か
ら
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一
つ
目
は
、
西
夏
王
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
や
僧
団
に
対
し
帰
依
す

る
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
記
述
は
西
夏
崩
壊
以
前

に
記
さ
れ
た
史
料
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
西
夏
王

の
帰
依
を
伝
え
る
記
述
は
デ
ィ
ク
ン
・
カ
ギ
ュ
派
や
カ
ル
マ
・
カ

ギ
ュ
派
な
ど
の
カ
ギ
ュ
派
の
史
料
に
散
見
さ
れ
る
た
め
、
西
夏
と
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
関
係
を
検
討
し
た
先
行
研
究
で
は
、
カ
ギ
ュ
派
の
人

物
が
西
夏
の
権
力
者
の
帰
依
を
受
け
て
い
た
と
解
釈
さ
れ（

（
（

、
近
年

で
は
西
夏
語
史
料
と
合
わ
せ
た
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
大
元
帝
国
に
お
い
て
帝
師
を
代
々
輩

出
し
、
チ
ベ
ッ
ト
統
治
を
担
っ
た
サ
キ
ャ
派
史
料
は
使
用
さ
れ
て
い 

な
い
。

二
つ
目
は
、
西
夏
王
と
モ
ン
ゴ
ル
王
を
転
生
と
い
う
形
で
結
び
つ

け
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
前
者
と
異
な
り
、
西
夏
崩

壊
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
『
テ
プ
テ

ル
・
マ
ル
ポ
』（D

eb ther dm
ar po

）「
西
夏
の
王
統
」
に
記
載
さ

れ
、
以
降
多
く
の
年
代
記
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
西
夏
の
王
統
」
に
採
録
さ
れ
る
西
夏
の
開
国
神
話
は
、
漢

文
史
料
や
西
夏
語
史
料
を
用
い
て
分
析
さ
れ
る
が（

（
（

、
西
夏
王
と
モ
ン

ゴ
ル
王
コ
デ
ン
を
転
生
と
い
う
形
で
関
連
視
す
る
記
述
や
認
識
に
関

し
て
、
従
来
ま
で
十
分
な
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
サ
キ
ャ
派
史
料
に
見
ら
れ
る

西
夏
に
関
す
る
記
述
を
中
心
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
サ
キ
ャ
派

史
料
に
お
け
る
西
夏
に
関
す
る
記
述
を
、
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関

係
樹
立
以
前
・
以
後
に
区
分
し
、
そ
の
内
容
の
変
化
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
樹
立
後
に
形
成
さ
れ
た

「
コ
デ
ン
は
西
夏
王
の
転
生
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
は
、
サ
キ
ャ
派

に
由
来
す
る
認
識
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

一
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
著
作
に
み
ら
れ
る
西
夏
に

関
す
る
記
述

西
夏
王
が
チ
ベ
ッ
ト
僧
に
帰
依
す
る
様
子
を
伝
え
る
記
述
は
、
西

夏
が
崩
壊
す
る
以
前
か
ら
デ
ィ
ク
ン
・
カ
ギ
ュ
派
の
史
料

（
（
（

に
採
録
さ

れ
て
お
り
、
以
降
多
く
の
カ
ギ
ュ
派
史
料

（
（
（

が
同
様
の
記
事
を
伝
え

る
。
こ
れ
ら
の
カ
ギ
ュ
派
史
料
は
直
接
、「
西
夏
王
が
帰
依
を
し
た
」

旨
を
伝
え
る
た
め
、
先
行
研
究
で
は
こ
う
し
た
カ
ギ
ュ
派
史
料
が
頻

繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
と
西
夏
の
関
係
を
検
討
す
る
際
に
等
閑
視

さ
れ
て
き
た
サ
キ
ャ
派
史
料
に
も
、
カ
ギ
ュ
派
と
同
様
に
西
夏
の

権
力
者
と
サ
キ
ャ
派
が
交
流
し
て
い
た
様
子
を
伝
え
る
記
述
が
存

在
す
る
。
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
樹
立
以
前
の
サ
キ
ャ
派
史
料
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二
二

に
見
ら
れ
る
西
夏
に
関
す
る
記
述
は
、『
サ
キ
ャ
派
全
書
集
成
』（
以

下SK
K

B

）
に
収
録
さ
れ
る
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
著
作
『
西
夏
の

王
地
へ
の
書
簡
』（M

i nyag gi rgyal kham
s su gnang ba’i yi ge, 

SK
K

B, vol. 5, 337. 2. 1- 338. 1. 2

）
で
あ
る
。
書
簡
の
奥
付
け
に
は

栄
え
あ
る
大
寺
（dpal sde chen gyi gtshug lag khang chen 

po

）
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
師
弟
達
を
は
じ
め
と
す
る
、
僧

団
の
手
に
献
じ
た
。
こ
れ
は
福
徳
あ
る
サ
キ
ャ
大
僧
院
（dpal 

ldan sa skya’i dgon pa
）
に
住
ん
で
い
る
比
丘
ク
ン
ガ
ー

ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
・
ペ
ル
サ
ン
ポ
と
知
ら
れ
る
者
が
書
い
た
も
の

で
あ
る
。（『
西
夏
の
王
地
へ
の
書
簡
』SK
K

B, vol. 5, 337. 4. 6-
338. 1. 2

）

と
記
さ
れ
、
こ
の
書
簡
は
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
サ
キ
ャ
大
僧
院
に

滞
在
し
て
い
た
期
間
に
綴
ら
れ
、
西
夏
の
地
へ
送
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
少
な
く
と
も
こ
の
書
簡
は
、
サ

キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
チ
ベ
ッ
ト
の
地
を
離
れ
る
一
二
四
四
年
以
前
に

綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ

タ
は
書
簡
の
前
言
で

西
夏
の
王
地
に
お
け
る
法
王
に
し
て
菩
薩
王
た
ち
の
帰
依
処

（m
i nyag gi rgyal kham

s na chos rgyal byang chub sem
s 

dpa’ rnam
s kyi bla m

a’i m
chod gnas

）
で
あ
り
、
宝
の
ご

と
き
仏
教
の
教
え
の
大
木
の
中
心
と
な
っ
た
お
方
で
、
素
晴
ら

し
い
僧
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
師
弟
達
を
始
め
と
し
た
様
々
な
僧

侶
た
ち
の
手
に
献
じ
た
書
簡
で
あ
る
。（『
西
夏
の
王
地
へ
の
書

簡
』SK

K
B, vol. 5, 337. 2. 1- 2. 2 

）

と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
①
こ
の
書
簡
は
西
夏
の
地
で
活
動
す

る
僧
団
に
対
す
る
書
簡
で
あ
る
こ
と
、
②
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
書

簡
の
受
取
人
で
あ
る
僧
団
を
「
西
夏
の
王
地
に
お
け
る
法
王
に
し
て

菩
薩
王
た
ち
の
帰
依
処
」
と
表
現
し
、
僧
団
の
施
主
で
あ
る
西
夏
の

地
の
権
力
者
を
、
仏
教
を
保
護
す
る
人
物
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
こ
の
書
簡
の
奥
付
け
を
詳
細
に
記
し
て
は

い
な
い
た
め
、「
法
王
に
し
て
菩
薩
王
」
と
表
現
さ
れ
る
人
物
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
を
指
す
か
を
判
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
、
書
簡
内
で
「
法
王
に
し
て
菩
薩
王
」
と
表
現
さ
れ
る

人
物
は
、
少
な
く
と
も
コ
デ
ン
を
指
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
同
じ

く
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
一
二
四
七
年
以
降
に
記
し
た
『
弟
子
た

ち
に
告
ぐ
』（Bu slob rnam

s la spring ba, SK
K

B, vol. 5, 401. 3. 2-
402. 4. 3

）
か
ら
明
ら
か
に
な
る（

（
（

。

こ
こ
で
は
、
コ
デ
ン
が
仏
教
を
学
び
始
め
た
の
は
サ
キ
ャ
パ
ン

デ
ィ
タ
と
の
面
会
以
降
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
た
め
、
少
な
く
と
も



サ
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史
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二
三

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
コ
デ
ン
と
の
面
会
以
前
に
綴
っ
た
書
簡
で

「
菩
薩
王
」
と
表
現
さ
れ
る
権
力
者
は
、
コ
デ
ン
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
サ
キ
ャ
大
僧
院
に
滞
在
し
て

い
た
期
間
で
、
な
お
か
つ
コ
デ
ン
が
西
夏
領
に
赴
任
す
る
一
二
三
五

年
以
前
に
綴
ら
れ
た
『
西
夏
の
王
地
へ
の
書
簡
』
の
成
立
年
代

は
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
自
称
に
「
ペ
ル
サ
ン
ポ
」
を
付
す
の
は

一
二
〇
八
年
以
降
で
あ
る
点（

（
（

や
、
書
簡
で
サ
キ
ャ
派
代
表
と
し
て
僧

団
に
指
示
を
出
し
て
い
る
点
か
ら
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
サ
キ
ャ

派
の
座
主
に
就
任
し
た
一
二
一
六
年
か
ら
一
二
三
五
年
前
後
と
捉
え

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
コ
デ
ン
以

前
の
西
夏
の
地
の
権
力
者
を
「
法
王
に
し
て
菩
薩
王
」
と
表
現
し
て

い
た（

（1
（

。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
西
夏
の
地
の

権
力
者
と
同
様
に
、
コ
デ
ン
に
対
し
て
も
「
菩
薩
王
」
と
表
現
し
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る（

（1
（

。
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
、
一
二
四
七
年
の

コ
デ
ン
と
の
会
見
以
降
に
記
し
た
『
弟
子
た
ち
に
告
ぐ
』
に
お
い

て
、
コ
デ
ン
の
帰
依
を
受
け
厚
遇
さ
れ
て
い
る
旨
を
報
告
し
た
後
、

新
た
に
施
主
と
な
っ
た
コ
デ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
「
菩
薩
王
」
と
表

現
し
て
い
る
。

パ
ク
パ
と
そ
の
弟
が
以
前
に
チ
ベ
ッ
ト
の
法
を
習
得
さ
せ
、
今

は
ま
た
、
パ
ク
パ
が
チ
ベ
ッ
ト
の
法
を
、
チ
ャ
ク
ナ
ド
ル
ジ
ェ

（phyag na rdo rje

）
が
モ
ン
ゴ
ル
（hor

）（
（1
（

の
文
字
と
言
葉
を

勉
強
し
て
い
る
。
私
は
、
人
々
の
た
め
の
法
に
よ
っ
て
彼
ら
を

見
守
り
ま
す
。
あ
な
た
方
が
仏
教
の
法
に
よ
っ
て
見
守
っ
た
な

ら
ば
、
釈
迦
牟
尼
の
教
え
は
、
は
る
か
彼
方
の
湖
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
菩
薩
王
〔
コ
デ
ン
〕
は

少
し
ず
つ
仏
の
教
え
を
学
ん
で
お
り
（rgyal po byang chub 

sem
s dpa’ ‘di spyir sangs rgyas kyi bstan ba

）
特
に
三
宝

に
熱
心
で
あ
る
。
仏
法
を
辺
り
に
素
晴
ら
し
く
行
使
す
る
と
共

に
、
我
々
に
対
し
て
誰
よ
り
も
心
か
ら
接
し
て
下
さ
る
。（『
弟

子
た
ち
に
告
ぐ
』SK

K
B, vol. 5, 401. 3. 5- 4. 1

）

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
自
身
の
著
作
に
お
い
て
、
世
俗
の
権
力
者
に

「
菩
薩
王
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
の
は
、
上
記
の
二
例
の
み
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関

係
樹
立
以
前
に
、
自
身
の
著
作
に
お
い
て
西
夏
の
地
の
権
力
者
と
モ

ン
ゴ
ル
王
コ
デ
ン
に
同
じ
表
現
を
使
用
し
て
い
た
。

二
、
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
樹
立
以
降
に
成
立
し

た
西
夏
に
関
す
る
記
述

先
述
の
よ
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
散
見
さ
れ
る
西
夏
の
記
述



史
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二
四

は
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
め
は
西
夏
の
権

力
者
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
高
僧
や
僧
団
に
帰
依
す
る
様
子
を
伝
え
る

記
述
で
あ
り
、
こ
う
し
た
性
格
の
記
述
は
先
行
研
究
で
扱
わ
れ
て
き

た
カ
ギ
ュ
派
史
料
、
そ
し
て
先
述
の
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
書
簡
に

見
え
る
よ
う
に
サ
キ
ャ
派
史
料
と
、
共
に
確
認
で
き
る
。

二
つ
め
は
「
西
夏
王
の
転
生
し
た
者
が
モ
ン
ゴ
ル
王
コ
デ
ン
で
あ

る
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
明
ら
か
に
西
夏
の
崩
壊
以

降
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
、
新
た
に
西
夏
領
の
支
配
者
と
な
っ
た
コ

デ
ン
の
招
聘
に
応
じ
、
一
二
四
七
年
に
両
者
は
面
会
を
果
た
す
。
こ

の
招
聘
は
、
コ
デ
ン
に
よ
る
服
属
約
定
者
の
招
致
と
い
う
性
格
も
有

し
て
い
た
た
め
、
結
果
と
し
て
会
見
以
後
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
後
ろ
盾

を
獲
得
し
た
サ
キ
ャ
派
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
諸
教
団
の
盟
主
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
以
降
、
吐
蕃
の
崩
壊
以
来
続
く
小
国
分
裂
状
態

は
サ
キ
ャ
派
の
主
導
に
よ
り
徐
々
に
統
一
が
進
み
始
め
る
。［
乙
坂

一
九
八
六
］。

モ
ン
ゴ
ル
勢
力
と
の
接
触
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
物
資
や
人

の
往
来
と
い
う
変
化
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
歴
史
の
記
録
形
態

に
も
変
化
を
も
た
ら
し
、
従
来
か
ら
の
宗
派
内
の
系
譜
や
自
伝
、

高
僧
伝
の
他
に
、
仏
教
史
的
な
性
格
を
も
つ
年
代
記
が
成
立
す
る

［Petech 1990, pp. 1- 4

］。
こ
う
し
た
年
代
記
の
中
で
最
も
古
い
も
の

が
ツ
ェ
ル
・
カ
ギ
ュ
派
の
人
物
、
ツ
ェ
ル
パ
・
ク
ン
ガ
ー
ド
ル
ジ
ェ

（Tshal pa kun dga’ rdo rje, c. 1309- 1364

）
に
よ
り
一
三
四
六
年

か
ら
一
三
六
三
年
ま
で
の
期
間

（
（1
（

に
編
纂
さ
れ
た
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル

ポ
（
（1
（

』
で
あ
る
。

二
―
一
　
年
代
記
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』
の
「
西
夏
の
王
統
」

『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』
内
の
「
西
夏
の
王
統
」
は
、
後
世
の
多

く
の
年
代
記
に
表
現
の
多
少
の
違
い
を
除
き
同
じ
内
容
が
継
承
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』「
西
夏
の
王
統
」

は
、
西
夏
の
開
国
神
話
が
語
ら
れ
た
後
に
西
夏
王
の
系
譜
が
続
け
ら

れ
、
コ
デ
ン
に
対
し
て
下
線
部
①
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。

西
夏
王
は
、
父
の
名
に
因
ん
で
ズ
王（1

（1
（

（dzu rgyal po

）
と

名
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
王
統
は
六
代
目
に
、
西
夏
の

強
王（

（1
（

 

（m
i nyag rgyal rgod

）
が
で
た
。
そ
の
時
、
シ
ノ
イ

シ
ャ
（gsi no’i zhw

a

）、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
は
、
邪
心
の
山
と

い
う
山
に
生
ま
れ
た
も
の
が
、
王
の
大
臣
と
な
っ
た
。〔
西
夏

の
〕
王
は
「〔
そ
の
大
臣
に
〕
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と

知
り
、「
そ
の
山
に
い
る
す
べ
て
の
人
を
殺
し
た
方
が
よ
い
か

ど
う
か
」
と
大
夫
（tha’i hu

）
に
尋
ね
た
。
大
夫
は
仏
法
に

忠
実
で
あ
っ
た
た
め
に
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
王
は
甘

州
（byang ngos

）（
（1
（

に
い
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
夏
州

（gha
）（

（1
（

の
地
に
移
っ
た
。
後
に
、
そ
の
山
で
生
ま
れ
た
も
の
が



サ
キ
ャ
派
史
料
に
お
け
る
西
夏
の
記
述

二
五

知
ら
ず
し
て
大
臣
と
な
り
、
西
夏
の
強
王
を
殺
し
た
。

そ
の
後
は
、〔
西
夏
の
〕
王
統
が
途
絶
え
た
が
、
ト
ジ
ィ
（tho 

ji
）
と
い
う
〔
西
夏
の
〕
王
が
出
た
と
き
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ

ン
（ji ging

）
が
王
位
を
取
っ
た
。
西
夏
王
の
命
は
火
で
あ
っ

た
が
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
命
は
火
で
あ
っ
た
た
め
、
い
く

ら
戦
っ
て
も
勝
つ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
①
西
夏
の
強
王

の
生
ま
れ
変
わ
り
は
モ
ン
ゴ
ル
の
王
子
コ
デ
ン
で
あ
り
（m

i 
nyag rgyal rgod kyi skye ba hor rgyal bu go tan yin

）、
彼

は
甘
州
に
至
っ
た
時
に
、
昔
強
王
が
殺
さ
れ
た
地
に
寺
院
を
建

て
た
。
強
王
を
殺
し
た
者
の
名
は
分
か
ら
な
い
。
ゲ
ゲ
ン
皇

帝
（
（1
（

（ge gan rgyal po

）
に
悪
事
を
働
い
た
チ
ギ
ン
・
テ
ム
ー

ル
（chi gin thi m

ur

）
も
、
シ
ノ
イ
シ
ャ
に
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
②
西
夏
の
ツ
ェ
ン
ツ
ェ（

（2
（

、
シ
ェ
ー

ラ
プ
・
イ
ェ
シ
ェ
ー
（m

i nyag rtsen rtse shes rab ye shes

）

が
語
っ
た
も
の
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。（『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル

ポ
』fol. 26. 2- 26. 8

）

こ
の
よ
う
な
西
夏
の
開
国
神
話
を
含
む
「
西
夏
の
王
統
」
の
大
部

分
は
、
下
線
部
②
「
西
夏
の
ツ
ェ
ン
ツ
ェ
、
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ

シ
ェ
ー
が
語
っ
た
も
の
を
記
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

人
物
は
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』
と
成
立
年
代
が
近
い
『
王
統
明
示

鏡
』（rG

yal rabs gsal ba’i m
e long

）
の
「
西
夏
の
王
統
」
に
お
い

て
は
「
中
国
や
モ
ン
ゴ
ル
二
つ
の
文
章
に
通
じ
た
者
」（『
王
統
明
示

鏡
』fol. 60. 4

）
と
伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ
シ
ェ
ー
、
ま
た
版
本
に
よ
っ
て
は
シ
ェ

プ
イ
ェ
ー
と
略
し
て
表
記
さ
れ
る（

（2
（

人
物
は
、
一
八
三
三
年
に
成
立
し

た
『
ア
ム
ド
政
教
史
』（m

D
o sm

ad chos ‘byung

）
に

シ
ナ
（zi na

）
の
僧
院
長
（m

khan po

）、
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ

シ
ェ
ー
が
パ
ク
パ
と
王
〔
フ
ビ
ラ
イ
〕
が
施
主
・
帰
依
処
の
関

係
と
な
り
師
弟
関
係
を
結
ん
だ
時
に
、
こ
の
ツ
ォ
ン
カ
（tsong 

kha

）
と
い
う
祝
福
さ
れ
た
土
地
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
地
域

で
支
配
者
の
家
系
を
代
々
な
さ
っ
て
、
教
理
と
万
物
に
利
益
な

さ
っ
た
。（『
ア
ム
ド
政
教
史
』fol. 51. 6- 52. 1

）

と
記
載
さ
れ
る（

（2
（

。
ツ
ォ
ン
カ
は
西
夏
領
に
含
ま
れ
る
地
域
で
あ
り
、

シ
ナ
（zi na

）
の
僧
院
長
と
さ
れ
る
点
は
、「
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
二

つ
の
文
章
に
通
じ
た
」
者
と
記
さ
れ
る
点
と
矛
盾
は
し
な
い
。
そ
し

て
パ
ク
パ
を
は
じ
め
と
し
た
サ
キ
ャ
派
の
活
動
を
伝
え
る
記
事
の

中
で
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ

シ
ェ
ー
は
、
サ
キ
ャ
派
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』「
中
国
の
王
統
」
に
は
、
漢
語
を

チ
ベ
ッ
ト
語
に
翻
訳
し
た



史
観
第
一
七
五
冊

二
六

チ
ュ
ー
ジ
ェ
パ
（chos rje pa

）
の
弟
子
、 

甘
州
の
僧
院
長

シ
ェ
ー
イ
ェ
（byang ngos kyi m

khan po sher yes

）（『
テ
プ

テ
ル
・
マ
ル
ポ
』fol. 12. 4- 5

）

と
い
う
人
物
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
の
チ
ュ
ー
ジ
ェ
パ
と
は
、
前
後
の

文
脈
か
ら
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
を
指
し
、
さ
ら
に
甘
州
と
記
載
さ
れ

る
点
も
西
夏
や
ツ
ォ
ン
カ
と
表
記
さ
れ
る
点
と
類
似
し
て
い
る（

（2
（

。
こ

の
た
め
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
弟
子
シ
ェ
ー
イ
ェ
と
は
、「
西
夏

の
王
統
」
の
情
報
提
供
者
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ
シ
ェ
ー
と
同
一
人
物

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』
の
「
西
夏
の
王
統
」
に
お

い
て
、
西
夏
王
と
コ
デ
ン
を
転
生
と
い
う
形
で
連
続
視
す
る
情
報
を

提
供
し
た
人
物
は
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
弟
子
と
称
さ
れ
る
サ

キ
ャ
派
の
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
れ
で
は
、「
西
夏
の
王
統
」
の
情
報
提
供
者
で
あ
る
シ
ェ
ー
ラ

プ
・
イ
ェ
ー
シ
ェ
ー
の
師
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
を
始
め
と
す
る
サ

キ
ャ
派
の
人
物
は
、
西
夏
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ 

う
か
。

二
―
二
　
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
に
み
ら
れ
る
西
夏
に
関
す
る
記
述

先
述
の
よ
う
に
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
西
夏
の
崩
壊
、
そ
し
て

モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
台
頭
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
物
で
あ
り
、
西
夏

の
地
の
権
力
者
と
モ
ン
ゴ
ル
王
コ
デ
ン
に
同
じ
「
菩
薩
王
」
と
い
う

表
現
を
使
用
し
て
い
た
。

後
世
の
サ
キ
ャ
派
の
人
物
に
よ
り
記
さ
れ
た
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ

の
伝
記
史
料
（
以
下
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
）
に
お
い
て
も
、
チ

ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
樹
立
以
降
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
西
夏

に
関
す
る
記
述
が
度
々
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
コ
デ
ン
が

重
い
病
を
患
っ
た
際
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
夢
の
中
に
、
か
つ
て

西
夏
の
地
の
首
長
（dpon gcig

）
で
あ
っ
た
と
称
す
人
物

（
（2
（

が
現
れ
、

コ
デ
ン
の
病
の
原
因
と
そ
の
治
療
法
を
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
に
伝
え

た
と
い
う
話
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』
の
「
西
夏
の
王
統
」
と
同
様

に
、
西
夏
王
と
コ
デ
ン
は
転
生
と
い
う
形
で
連
続
視
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
確
認
し
え
た
限
り
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
に
採
録
さ
れ
る

こ
う
し
た
記
述
で
最
も
古
い
も
の
は
、
サ
キ
ャ
派
の
ゴ
ル
チ
ェ
ン
・

ク
ン
ガ
ー
サ
ン
ポ
（N

gor chen K
un dga’ bzang po, c. 1389- 1456

）

が
記
し
た
と
さ
れ
る（

（2
（

、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
『
ス
ン
ド
ー
マ
』

（C
hos rje pandita chen po’i rnam

 thar gsung sgros m
a SK

K
B, 

vol. 9, 30. 3. 4- 36. 3. 6

）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ

の
夢
の
中
に
現
れ
た
人
物
が
述
べ
た

こ
の
時
、
コ
デ
ン
は
釈
迦
牟
尼
に
功
徳
を
積
ん
だ
王
と
し
て
生

ま
れ
、
そ
の
後
死
ん
で
か
ら
、
あ
る
西
夏
の
王
と
し
て
生
ま
れ

た
の
で
あ
る
。（『
ス
ン
ド
ー
マ
』SK

K
B, vol. 9, 34. 3. 1

）

と
い
う
発
言
か
ら
は
、「
コ
デ
ン
の
前
世
＝
西
夏
王
」
と
す
る
構
造
、

さ
ら
に〔

西
夏
〕
王
が
死
に
際
に
切
望
し
て
「
あ
る
王
の
息
子
と
し
て

生
ま
れ
、
あ
な
た
達
に
危
害
を
加
え
、
付
き
ま
と
う
だ
ろ
う
」

と
言
っ
た
。
そ
の
望
ん
だ
も
の
が
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
と
し

て
生
ま
れ
た
コ
デ
ン
で
あ
る
。（『
ス
ン
ド
ー
マ
』SK

K
B, vol. 9, 

34. 4. 2- 3

）

と
い
う
記
述
か
ら
は
、「
西
夏
王
自
身
が
コ
デ
ン
に
転
生
す
る
と
予

言
し
た
」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と

め
る
と
、【
図
1
】
の
よ
う
な
構
造
に
な
る
。
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ

が
西
夏
の
地
の
権
力
者
と
コ
デ
ン
に
同
じ
表
現
を
用
い
て
い
た
様
子

は
、
サ
キ
ャ
派
史
料
に
引
き
継
が
れ
、
十
五
世
紀
前
後
の
サ
キ
ャ
派

史
料
（
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
）
に
「
コ
デ
ン
は
西
夏
王
の
転
生
で

あ
る
」
と
い
う
記
述
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
西
夏
存
続
時
か
ら
サ
キ
ャ
派
・
カ
ギ
ュ
派

に
共
有
さ
れ
て
い
た
「
西
夏
の
権
力
者
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
諸
宗
派
の

保
護
者
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
上
に
、
新
た
に
施
主
と
な
っ
た
コ

デ
ン
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
夏
の
権
力
者
と
コ
デ
ン
を
と
も

【
図

1】『
ス

ン
ド

ー
マ

』
内

の
西

夏
王

と
コ

デ
ン

【
図

1】『
ス

ン
ド

ー
マ

』
内

の
西

夏
王

と
コ

デ
ン



サ
キ
ャ
派
史
料
に
お
け
る
西
夏
の
記
述

二
七

た
の
で
あ
る
。（『
ス
ン
ド
ー
マ
』SK

K
B, vol. 9, 34. 3. 1

）

と
い
う
発
言
か
ら
は
、「
コ
デ
ン
の
前
世
＝
西
夏
王
」
と
す
る
構
造
、

さ
ら
に〔

西
夏
〕
王
が
死
に
際
に
切
望
し
て
「
あ
る
王
の
息
子
と
し
て

生
ま
れ
、
あ
な
た
達
に
危
害
を
加
え
、
付
き
ま
と
う
だ
ろ
う
」

と
言
っ
た
。
そ
の
望
ん
だ
も
の
が
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
と
し

て
生
ま
れ
た
コ
デ
ン
で
あ
る
。（『
ス
ン
ド
ー
マ
』SK

K
B, vol. 9, 

34. 4. 2- 3

）

と
い
う
記
述
か
ら
は
、「
西
夏
王
自
身
が
コ
デ
ン
に
転
生
す
る
と
予

言
し
た
」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と

め
る
と
、【
図
1
】
の
よ
う
な
構
造
に
な
る
。
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ

が
西
夏
の
地
の
権
力
者
と
コ
デ
ン
に
同
じ
表
現
を
用
い
て
い
た
様
子

は
、
サ
キ
ャ
派
史
料
に
引
き
継
が
れ
、
十
五
世
紀
前
後
の
サ
キ
ャ
派

史
料
（
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
）
に
「
コ
デ
ン
は
西
夏
王
の
転
生
で

あ
る
」
と
い
う
記
述
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
西
夏
存
続
時
か
ら
サ
キ
ャ
派
・
カ
ギ
ュ
派

に
共
有
さ
れ
て
い
た
「
西
夏
の
権
力
者
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
諸
宗
派
の

保
護
者
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
上
に
、
新
た
に
施
主
と
な
っ
た
コ

デ
ン
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
夏
の
権
力
者
と
コ
デ
ン
を
と
も

【
図

1】『
ス

ン
ド

ー
マ

』
内

の
西

夏
王

と
コ

デ
ン

【
図

1】『
ス

ン
ド

ー
マ

』
内

の
西

夏
王

と
コ

デ
ン

に
「
菩
薩
王
」
と
称
す
る
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
認
識
が
弟
子
と
さ

れ
る
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ
シ
ェ
ー
を
介
し
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』

に
「
コ
デ
ン
は
西
夏
王
の
転
生
」
と
し
て
採
録
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
西
夏
の
権
力
者
と
施
主
で
あ
る
コ
デ
ン
を
関
連
付
け

た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
述
の
通

り
、
西
夏
存
続
時
は
西
夏
に
対
す
る
認
識
や
記
述
は
、
サ
キ
ャ
派
・

カ
ギ
ュ
派
と
も
に
共
通
し
て
い
た
。
一
方
、
西
夏
の
権
力
者
、
又
は

西
夏
王
と
コ
デ
ン
を
連
続
視
す
る
認
識
や
記
述
は
、
カ
ギ
ュ
派
が
記

す
史
料
か
ら
は
見
い
だ
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
サ
キ
ャ

派
・
カ
ギ
ュ
派
間
に
お
け
る
記
述

の
差
異
は
、
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ

ル
関
係
樹
立
以
後
の
モ
ン
ゴ
ル
勢

力
に
対
す
る
認
識
や
記
述
の
差
異

に
由
来
す
る
と
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
次
に
、
サ
キ
ャ
派
・
カ

ギ
ュ
派
史
料
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル

勢
力
な
い
し
コ
デ
ン
に
対
す
る
記

述
の
差
異
を
検
討
す
る
。

【図1】『スンドーマ』内の西夏王とコデン

釈迦牟尼に功徳を積んだ王　（コデンの前世）
　　　　　　↓
　　　　西夏王　（コデンに転生すると予言）
　　　　　　↓
　　　　コデン
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三
　
サ
キ
ャ
派
・
カ
ギ
ュ
派
の
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
に
対
す
る
記
述

の
差
異

（
一
）
サ
キ
ャ
派
の
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
に
対
す
る
記
述 

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
チ
ベ
ッ
ト
の
地
に
宛
て
た
次
の
二
点
の
書

簡
に
は
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
自
身
の
モ
ン
ゴ
ル
行
き
に
対
す
る
考

え
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

一
点
目
の
書
簡
は
、
晩
年
の
著
作
『
カ
ダ
ム
派
ナ
ム
カ
ブ
ム
の

問
い
へ
の
返
事
』（Bka’ gdam

s pa N
am

 m
kha’ bum

 gyi zhus lan 

SK
K

B, vol. 5, 15. 2. 3- 416. 3. 4

）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
サ
キ
ャ
パ
ン

デ
ィ
タ
が
ナ
ム
カ
ブ
ム
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
も
記
載
さ
れ
て
い
る

た
め
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
モ
ン
ゴ
ル
に
行
く
利
益
を
問
わ
れ
て

い
た
こ
と
、
手
紙
の
送
り
主
で
あ
る
ナ
ム
カ
ブ
ム
が
モ
ン
ゴ
ル
勢
力

に
よ
る
軍
事
侵
略
を
危
惧
す
る
様
子

（
（2
（

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
こ
れ
ら
の
質
問
に
対
し
て

「
こ
ち
ら
、
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
に
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

利
益
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
の
に
対
し
て
〔
以

下
の
よ
う
に
答
え
る
。〕
こ
ち
ら
モ
ン
ゴ
ル
が
私
に
「
ど
う
し

て
も
帰
依
処
と
し
て
や
っ
て
来
て
下
さ
い
。
も
し
来
な
い
な
ら

ば
、
戦
い
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
の
で
、
戦
争
が
起
こ

れ
ば
チ
ベ
ッ
ト
に
被
害
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
、〔
モ
ン
ゴ
ル
に
〕

参
り
ま
す
。
有
情
に
利
益
が
あ
る
よ
う
に
と
望
ん
で
い
く
ほ
か

に
は
、
明
確
な
利
益
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（『
カ
ダ

ム
派
ナ
ム
カ
ブ
ム
の
問
い
へ
の
返
事
』SK

K
B, vol. 5, 415. 2. 4-

3. 1

）

と
返
答
す
る（

（2
（

。
さ
ら
に
二
点
目
の
書
簡
は
、
既
出
の
『
弟
子
た
ち
に

告
ぐ
』
で

吉
祥
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
、
ウ
ー
・
ツ
ァ
ン
・
ガ
リ
全
体
の

指
導
者
と
な
り
、
帰
依
処
の
役
割
を
担
っ
た
。
仏
の
教
え
は
有

情
全
般
、
特
に
チ
ベ
ッ
ト
語
を
話
す
人
た
ち
に
大
い
に
利
益
と

な
っ
て
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
内
に
も
伝
わ
っ
た
。
私
を
呼
び
よ
せ

た
お
方
は
大
施
主
（yon bdag chen po

）
と
な
り
、〔
私
と
コ

デ
ン
は
〕
共
に
喜
び
に
満
ち
て
い
ま
す
。（『
弟
子
た
ち
に
告

ぐ
』SK

K
B, vol. 5, 401. 3. 2- 3. 4

）

と
自
身
の
近
況
を
綴
り
、
同
書
簡
で
コ
デ
ン
が
「
誰
よ
り
も
心
か
ら

接
し
て
く
だ
さ
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
簡
で
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
①
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
チ

ベ
ッ
ト
侵
略
を
避
け
る
た
め
に
コ
デ
ン
の
も
と
に
向
か
っ
た
こ
と
、

②
モ
ン
ゴ
ル
人
権
力
者
の
も
と
に
向
う
こ
と
は
有
情
の
利
益
と
な
る

こ
と
、
そ
し
て
③
コ
デ
ン
が
大
施
主
と
な
り
、
仏
教
も
広
が
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
旨
を
伝
え
て
い
る
。
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派
史
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記
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二
九

同
様
に
、
主
な
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
伝（

（2
（

も
コ
デ
ン
が
主
体
的
に
仏

法
を
求
め
た
と
伝
え
る
記
述
を
採
録
し
、
そ
の
上
「
コ
デ
ン
は
西
夏

王
の
転
生
で
あ
る
」
と
明
記
す
る
。

特
に
十
七
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
、
サ
キ
ャ
派
の
座
主
ガ
ワ
ン
・

ク
ン
ガ
ー
ソ
ナ
ム
（N

gag dbang kun dga’ bsod nam
s, c. 1597-

1660

）
が
記
し
た
『
サ
キ
ャ
世
系
譜
』（Sa skya pa’i gdung rabs 

chen m
o

）
で
は
、
コ
デ
ン
が
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
に
送
っ
た
次
の

よ
う
な
招
聘
状
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
コ
デ
ン
が
積
極
的
に
仏
法
を

求
め
る
様
子
を
効
果
的
に
示
し
て
い
る
。

私
の
父
母
の
御
恩
に
報
い
る
た
め
に
帰
依
処
と
な
る
も
の
が
必

要
で
あ
る
。
考
慮
し
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
（
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ

タ
）
が
適
当
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
到
る
ま
で
の
困
難
か
ら
逃

げ
ず
に
や
っ
て
来
な
さ
い
。
も
し
あ
な
た
が
年
老
い
て
い
る
と

言
う
な
ら
ば
、
昔
の
釈
尊
が
衆
生
の
た
め
に
自
ら
の
身
体
を
布

施
な
さ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
さ
い
。
そ
れ
で
も
あ
な
た
が

来
な
い
な
ら
ば
、
私
（
コ
デ
ン
）
は
軍
隊
を
送
っ
て
多
く
の
衆

生
に
害
を
な
す
。
仏
教
と
多
く
の
衆
生
の
た
め
に
、
あ
な
た
は

早
急
に
来
な
さ
い
。（『
サ
キ
ャ
世
系
譜
』
一
一
八
頁
）

コ
デ
ン
が
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
を
招
聘
す
る
以
前
か
ら
仏
法
に
通
じ

て
い
た
か
の
よ
う
に
描
か
れ
、
内
容
も
既
出
の
ナ
ム
カ
ブ
ム
に
対
す

る
返
答
と
よ
く
対
応
し
て
い
る（

（2
（

。

こ
れ
ら
の
サ
キ
ャ
派
の
諸
史
料
か
ら
は
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の

著
作
以
降
一
貫
し
て
①
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
帰
依
処
と
し
て
向

か
っ
た
た
め
に
チ
ベ
ッ
ト
は
軍
事
侵
略
を
免
れ
た
こ
と
、
②
コ
デ
ン

が
積
極
的
に
仏
法
を
求
め
た
こ
と
を
伝
え
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

（
二
）
カ
ギ
ュ
派
の
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
に
対
す
る
記
述　

一
方
、
カ
ギ
ュ
派
史
料
に
は
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
軍
事
侵
略
を
伝
え

る
記
述
が
存
在
す
る
。
一
四
七
六
年
か
ら
八
年
に
成
立
し
た『
テ
プ

テ
ル
・
ゴ
ン
ポ
』（D

eb ther sngon po

）は
、
次
の
よ
う
な
モ
ン
ゴ
ル

軍
の
侵
略
を
伝
え
、
同
内
容
が
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
・
サ
ー
マ
』

（D
eb ther sngon po gsar m

a

）『
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ー
ト
ン
』（m

K
has 

pa’i dga’ ston

）
に
継
承
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

鉄
の
男
の
年
（
一
二
四
〇
年
）
モ
ン
ゴ
ル
軍
（hor dm

ag

） 

が

チ
ベ
ッ
ト
に
至
り
、〔
ギ
ェ
ル
〕
ラ
カ
ン
（lha khang

） 

に
火

を
付
け
、
僧
で
あ
る
ソ
ト
ン
（btsun pa so ston

）
を
始
め
と

す
る
信
徒
と
僧
等
約
五
百
人
が
殺
さ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ド

ル
ト
ク
（hor dor tog

）
は
〔
そ
の
こ
と
を
〕
悔
や
ん
で
、
多

く
の
金
銀
を
与
え
、
そ
し
て
寺
院
の
修
繕
を
手
配
し
た
。 （『
テ

プ
テ
ル
・
ゴ
ン
ポ
』fol. 120

）



史
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三
〇

後
に
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
が
ラ
デ
ン
大
僧
院
（rw

a sgreng

）
に
お

い
て
お
よ
そ
僧
五
百
人
を
殺
し
、
ギ
ェ
ル
（rgyal

）〔
ラ
カ
ン
〕

に
お
い
て
人
と
馬
を
五
百
ほ
ど
殺
し
た
。（『
テ
プ
テ
ル
・
ゴ
ン

ポ
』fol. 761

）

一
方
、
こ
う
し
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
略
を
記
載
す
る
『
テ
プ
テ

ル
・
ゴ
ン
ポ
』
以
降
の
サ
キ
ャ
派
史
料
に
お
い
て
も
侵
略
に
関
す
る

記
述
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
一
貫
し
て
「
コ
デ
ン
が
仏
法
を
求
め
て
チ

ベ
ッ
ト
に
接
近
し
た
」
こ
と
や
、「
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
功
績
に

よ
り
軍
事
侵
略
を
免
れ
た
」
こ
と
の
み
を
伝
え
る
。
サ
キ
ャ
パ
ン

デ
ィ
タ
が
コ
デ
ン
を
「
菩
薩
王
」
と
称
し
、
仏
法
に
熱
心
な
施
主
と

周
囲
の
人
物
に
主
張
し
て
い
た
姿
勢
は
、
サ
キ
ャ
派
史
料
に
一
貫
し

て
保
持
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
サ
キ
ャ
派
史
料
の
特
徴
か
ら
、
西
夏
の
権
力
者
と

コ
デ
ン
を
関
連
付
け
る
認
識
は
、
施
主
で
あ
る
コ
デ
ン
を
は
じ
め
と

し
た
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
を
肯
定
す
る
、
サ
キ
ャ
派
独
自
の
姿
勢
で
あ
る

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
述
の
通
り
、
西
夏
は
後
伝
期
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
諸
宗
派
に
と
っ

て
馴
染
み
深
い
存
在
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
サ
キ
ャ
派
や
カ
ギ
ュ
派

と
交
流
を
持
つ
西
夏
の
権
力
者
と
、
当
時
脅
威
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
コ
デ
ン
を
転
生
と
い
う
形
で
連
続
視
す
る
と
い
う
サ
キ
ャ
派
独

自
の
姿
勢
は
、「
コ
デ
ン
は
脅
威
で
は
な
く
、
厚
遇
し
て
く
れ
る
施

主
」
と
い
う
認
識
を
構
成
す
る
一
部
を
担
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

三
、�

パ
ク
パ
の
西
夏
に
対
す
る
認
識
と
モ
ン
ゴ
ル
王
統
観

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
と
コ
デ
ン
が
相
次
い
で
死
去
し
た
後
、
サ

キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
甥
パ
ク
パ
の
も
と
、
サ
キ
ャ
派
は
チ
ベ
ッ
ト
全

土
の
支
配
権
を
掌
握
し
、
歴
代
帝
師
を
輩
出
す
る
な
ど
、
同
時
代
の

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
諸
宗
派
と
比
べ
突
出
し
た
存
在
と
な
る
。

フ
ビ
ラ
イ
を
施
主
と
し
て
、
サ
キ
ャ
派
と
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
関
係

を
更
に
強
化
し
た
パ
ク
パ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
や
か
つ
て
の
西
夏
の

権
力
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
死
後
も
コ
デ
ン
家
の
保
護
を
受
け
て
い
た

パ
ク
パ
は
、
コ
デ
ン
の
息
子
モ
ン
ゲ
デ
ュ
（M

önggedü/ M
on go 

ta

） 
 （
 （

の
仲
介
の
も
と
、
フ
ビ
ラ
イ
と
一
二
五
三
年
に
会
見
し
、
施

主
・
帰
依
処
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
提
携
関
係
を
築
い
た
。
当

時
、
モ
ン
ケ
・
カ
ア
ン
を
始
め
と
し
た
宗
室
の
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
侯
の

も
と
に
は
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
後
を
追
う
よ
う
に
デ
ィ
ク
ン
派

や
ツ
ェ
ル
派
、
そ
し
て
カ
ル
マ
派
の
僧
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
施
主
を
求
め

て
足
を
運
ん
だ
。
フ
ビ
ラ
イ
の
即
位
を
契
機
と
し
て
、
モ
ン
ケ
・
カ

ア
ン
を
中
心
と
し
て
錯
綜
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
各
宗
派
と
モ
ン
ゴ
ル

諸
王
侯
の
関
係
は
サ
キ
ャ
派
に
一
本
化
さ
れ
る
［
乙
坂
二
〇
〇
九
、
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中
村
一
九
九
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一
三
〇
―
一
三
四
頁
］。

一
二
六
〇
年
に
フ
ビ
ラ
イ
が
即
位
す
る
と
、
同
年
パ
ク
パ
に
は
国

師
号
、
さ
ら
に
一
二
七
九
年
に
は
帝
師
と
い
う
宗
教
界
最
高
の
地
位

が
与
え
ら
れ
、
以
降
帝
師
の
位
は
サ
キ
ャ
派
の
人
物
に
よ
っ
て
引
き

継
が
れ
た
。
こ
の
帝
師
に
よ
る
詔
勅
は
法
旨
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
全
土

に
発
布
さ
れ
、
大
元
帝
国
の
宗
教
界
、
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
全
土
に
お

い
て
影
響
力
を
持
つ
存
在
と
な
る
［
稲
葉
一
九
六
五
］。
さ
ら
に
チ

ベ
ッ
ト
の
地
に
お
い
て
も
、
実
質
的
な
サ
キ
ャ
派
の
支
配
運
営
を
担

う
俗
権
首
長
で
あ
る
プ
ン
チ
ェ
ン
（dpon chen

）（
（3
（

の
も
と
、
中
央

チ
ベ
ッ
ト
十
三
萬
戸
の
支
配
権
が
集
約
さ
れ
、
サ
キ
ャ
派
は
諸
教
団

の
盟
主
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

三
―
一
　
パ
ク
パ
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
王
統
観
の
成
立

複
数
の
宗
派
の
中
か
ら
サ
キ
ャ
派
の
優
位
が
確
立
す
る
に
つ
れ
、

パ
ク
パ
は
新
た
に
仏
教
史
の
登
場
人
物
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
侯
を

位
置
づ
け
た
モ
ン
ゴ
ル
王
統
観
を
記
し
始
め
る
。
こ
う
し
た
パ
ク

パ
の
モ
ン
ゴ
ル
王
統
観
は
、
フ
ビ
ラ
イ
・
カ
ア
ン
を
始
め
と
し
た

サ
キ
ャ
派
の
施
主
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
、
王
妃
や
そ
の
子
息
の

た
め
に
、
為
政
者
と
し
て
の
あ
り
方
や
諸
経
典
の
引
用
に
よ
り
祝

福
の
内
容
を
綴
っ
た
文
章
の
中
に
著
さ
れ
、
徐
々
に
イ
ン
ド
由
来

の
仏
教
伝
播
の
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
［
石

濵
二
〇
〇
一 

三
五
―
三
九
頁
］。
こ
の
パ
ク
パ
の
モ
ン
ゴ
ル
の
王
統

観
は
、
一
二
七
八
年
の
晩
年
の
著
作
『
彰
所
知
論
』（Shes bya rab 

gsal. SK
K

B, vol. 6, 1. 1- 18. 1

）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
完
成
さ
れ

た
。

仏
が
涅
槃
に
入
っ
て
か
ら
三
二
五
〇
年
以
上
経
過
し
た
時
、
北

方
の
モ
ン
ゴ
ル
国
に
過
去
の
業
果
が
現
在
に
現
れ
、
チ
ン
ギ

ス
・
カ
ン
（jing gir rgyal po

）
と
い
う
者
が
現
れ
た
。
そ

の
方
は
北
方
か
ら
始
ま
っ
て
様
々
な
言
語
の
国
を
多
く
征
服

し
て
、
力
に
よ
っ
て
輪
を
転
ず
る
者
（stobs kyis ‘khor los 

sgyur ba

）
の
如
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
子
息
は
オ
ゴ

テ
イ
（m

o go ta

）
と
知
ら
れ
、
カ
ア
ン
（ga gan

）
と
い
う

名
高
い
王
と
な
っ
た（

（3
（

。
そ
の
権
威
は
、
以
前
よ
り
も
ま
た
拡
大

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
息
子
は
グ
ユ
ク
（go yug

）
と

知
ら
れ
る
。
こ
の
王
の
治
世
に
お
い
て
強
力
な
王
と
な
ら
れ

た
。
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
息
子
で
最
も
若
年
な
の
は
ト
ル
イ

（do lo

）
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
者
は
カ
ン
の
素
晴
ら

し
い
位
を
受
け
て
か
ら
王
領
を
受
け
継
い
だ
。
こ
の
方
の
息

子
の
長
男
は
、
モ
ン
ケ
（m

ong go

）
と
知
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
方
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
カ
ン
位
を
受
け
、
そ
れ
か
ら

王
国
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
方
の
弟
は
フ
ビ
ラ
イ

（go be la

）
と
名
高
く
、
王
に
推
戴
さ
れ
て
か
ら
は
前
の
方
達

よ
り
も
殊
勝
な
る
王
政
を
行
わ
れ
て
、
宝
の
教
え
の
門
に
入
っ
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て
、
王
政
を
仏
法
に
則
っ
て
護
り
、
御
仏
の
教
え
も
明
ら
か
に

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
お
方
（
フ
ビ
ラ
イ
）
の
長
男
は
チ
ン

キ
ム
（jing gim

）
と
し
て
知
ら
れ
て
、
天
界
の
栄
光
に
満
た

さ
れ
て
、
宝
の
如
き
仏
法
の
装
飾
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方

に
マ
ン
ガ
ラ
（m

ong ga la

） 

と
ノ
モ
ハ
ン
（no m

o gan

）
と

知
ら
れ
る
方
な
ど
の
兄
弟
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
み
な

功
徳
と
豊
か
さ
を
手
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
子
息
の
系
譜
と
と
も
に
、
か
く
の
如
く
釈
迦
の
王
統
か
ら

始
ま
り
現
存
の
王
統
ま
で
を
説
い
た
。（『
彰
所
知
論
』SK

K
B, 

vol. 6. 10. 2. 1- 3. 1

）

こ
う
し
た
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
侯
を
直
接
仏
教
史
の
な
か
に
組
み
込
む

新
し
い
仏
教
伝
播
の
系
譜
に
は
、
西
夏
の
記
述
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
を
意
識
し
た
著
作
を
除
い
て
も
、
西
夏
の
王
統

に
ふ
れ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
パ
ク
パ
は
西
夏
に
対
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
コ
デ
ン
に
対
し
て
も
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
と
は
認

識
を
異
に
し
て
い
る
。

三
―
二
　
パ
ク
パ
の
コ
デ
ン
に
対
す
る
記
述
の
変
化

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
コ
デ
ン
を
「
菩
薩
王
」
や
「
大
施
主
」
と

称
し
、
信
仰
が
篤
い
施
主
で
あ
る
こ
と
や
、
自
身
ら
を
厚
遇
し
て
く

れ
る
旨
を
書
き
記
し
て
い
た
の
に
対
し
、
パ
ク
パ
の
著
作
で
コ
デ
ン

を
「
法
王
」
と
称
す
る
の
は
、
コ
デ
ン
の
息
子
で
あ
る
ジ
ビ
ク
テ
ム

ル
（Jibig Tem

ür/ Ji big de m
ur

）
宛
の
著
作
一
点

（
（3
（

の
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
コ
デ
ン
は
、
パ
ク
パ
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
王
統

観
が
記
さ
れ
る
『
彰
所
知
論
』
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
ほ
か
、
西
夏

王
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
パ
ク
パ
の
著
作
で
は
、
西
夏

と
コ
デ
ン
、
両
者
に
対
す
る
記
述
が
途
端
に
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。

サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
と
パ
ク
パ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
状
況
を

比
較
す
る
と
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係

樹
立
後
間
も
な
く
、
コ
デ
ン
を
西
夏
の
地
の
権
力
者
と
同
じ
「
菩
薩

王
」
と
表
現
し
た
の
は
、
当
時
と
し
て
軍
事
侵
攻
が
恐
れ
ら
れ
て
い

た
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
、
な
い
し
コ
デ
ン
を
「
チ
ベ
ッ
ト
諸
宗
派
と
交
流

を
持
っ
て
い
た
西
夏
の
権
力
者
と
同
様
の
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
保
護

者
」
と
し
て
描
き
出
す
過
程
で
生
じ
た
認
識
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
り

明
確
に
浮
か
び
上
が
る
。

お
わ
り
に

西
夏
は
チ
ベ
ッ
ト
後
伝
期
仏
教
の
諸
宗
派
と
交
流
し
、
そ
の
様
子

は
西
夏
の
存
続
時
の
カ
ギ
ュ
派
・
サ
キ
ャ
派
史
料
に
お
い
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
的
な
交
流
を
描
く
様
子
は
宗

派
間
に
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。

西
夏
が
崩
壊
す
る
と
、
旧
西
夏
領
は
モ
ン
ゴ
ル
王
コ
デ
ン
に
よ
っ



サ
キ
ャ
派
史
料
に
お
け
る
西
夏
の
記
述

三
三

て
統
治
さ
れ
る
。
当
時
、
コ
デ
ン
を
始
め
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
に

対
す
る
恐
怖
感
は
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
に
送
ら
れ
た
書
簡
や
、『
テ

プ
テ
ル
・
ゴ
ン
ポ
』
内
の
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
略
と
殺

戮
行
為
を
伝
え
る
記
述
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

一
方
、
コ
デ
ン
の
も
と
に
交
渉
に
向
か
っ
た
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ

は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
地
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
、「
モ
ン
ゴ
ル
に
行

く
こ
と
は
チ
ベ
ッ
ト
の
利
益
に
な
る
」
と
説
き
、「
コ
デ
ン
の
も
と

で
仏
法
が
栄
え
て
い
る
」
様
子
を
伝
え
、
コ
デ
ン
を
「
大
施
主
」
と

表
現
す
る
。
こ
う
し
た
コ
デ
ン
を
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
保
護
者
と
し
て

描
き
出
す
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
姿
勢
は
、
後
世
の
サ
キ
ャ
派
史
料

に
も
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
西
夏
の
地
の
権
力
者
に
対
し
て
使

用
し
た
「
菩
薩
王
」
と
い
う
表
現
を
コ
デ
ン
に
対
し
て
も
使
用
す
る

こ
と
で
、「
コ
デ
ン
や
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
は
脅
威
で
は
な
く
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
の
保
護
者
た
り
う
る
存
在
」
と
い
う
主
張
を
、
よ
り
具
体
的

に
表
現
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
が
西
夏
の
権
力
者
と
コ
デ
ン
に

連
続
性
を
附
す
認
識
は
、
コ
デ
ン
が
積
極
的
に
仏
法
を
求
め
た
様
子

を
一
貫
し
て
伝
え
る
サ
キ
ャ
派
史
料
や
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
弟

子
で
あ
る
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ
シ
ェ
ー
が
情
報
を
提
供
し
た
『
テ
プ

テ
ル
・
マ
ル
ポ
』「
西
夏
の
王
統
」
に
「
コ
デ
ン
は
西
夏
王
の
転
生

で
あ
る
」
と
い
う
記
述
と
し
て
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
内
の
西
夏
に
関
す

る
記
述
が
、
西
夏
の
崩
壊
、
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
台
頭
と
い
う
時
代
の

変
化
に
伴
い
、
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
を
は
じ
め
と
し
た
サ
キ
ャ
派
の

主
導
に
よ
り
変
容
し
た
様
子
を
指
摘
し
た
。
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onsieur Paul D

em
iéville. Paris, 1966 

pp. 281- 289

【
中
文
】

聶
鴻
音
「
西
夏
帝
師
考
辨
」『
文
史
』
二
〇
〇
五
、
三
期

史
金
波
『
西
夏
社
会
』
上
海
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
七

湯
開
建
「
党
項
源
流
新
証
」『
西
北
民
族
研
究
』
一
九
九
五
、
二
期

鍾
焓
「
西
蔵
史
籍
中
木
雅
占
卜
伝
説
的
漢
族
故
事
原
型
」『
中
国
典
籍
与

文
化
』
二
〇
〇
四
、
四
期

【
和
文
】

石
濵
裕
美
子
『
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
世
界
の
歴
史
的
研
究
』
東
方
書
店　

二
〇
〇
一

稲
葉
正
就
・
佐
藤
長 『
フ
ゥ
ラ
ン
・
テ
プ
テ
ル
』
法
蔵
館　

一
九
六
四

稲
葉
正
就
「
元
の
帝
師
に
関
す
る
研
究
―
系
統
と
年
次
を
中
心
と
し
て

―
」『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
一
九
六
五　

大
西
啓
司
「
西
夏
の
土
着
信
仰
に
関
す
る
一
考
察
」『
日
本
西
蔵
学
会
会

報
』　

二
〇
〇
九

乙
坂
智
子
「
リ
ゴ
ン
パ
の
乱
と
サ
キ
ャ
パ
政
権
」『
仏
教
史
学
研
究
』

二
九
、一
九
八
六

	

「
元
朝
チ
ベ
ッ
ト
政
策
の
始
動
と
変
遷　

関
係
樹
立
に
い
た
る
背
景

を
中
心
と
し
て
」
一
九
九
〇

佐
口
透
「
河
西
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
封
建
王
侯
」『
東
洋
史
論
叢　

和
田

博
士
還
暦
記
念
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　

一
九
五
一

杉
山
正
明
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会 



史
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二
〇
〇
四

	
『
疾
駆
す
る
草
原
の
征
服
者　

遼
・
西
夏
・
金
・
元
』
講
談
社 

二
〇
〇
五

中
村
淳
「
チ
ベ
ッ
ト
と
モ
ン
ゴ
ル
の
邂
逅　

―
遥
か
な
る
後
世
へ
の
め
ば

え
―
」『
岩
波
講
座　

世
界
歴
史
十
一　

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
統
合

　

九
―
十
六
世
紀
』
岩
波
書
店　

一
九
九
七

野
村
博
「
西
夏
語
訳
経
史
研
究
（
Ⅰ
）」『
史
学
雑
誌
』
一
九
九
七

西
田
龍
雄
『
西
夏
文
字
』
紀
伊
國
屋
書
店　

一
九
九
四

	

『
西
夏
王
国
の
言
語
と
文
化
』
岩
波
書
店　

一
九
九
七

目
片
祥
子
「『
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
ス
ン
ド
ー
マ
』
に
つ
い
て
」『
日
本

西
蔵
学
会
会
報
』
第
五
二
号　

二
〇
〇
六
ａ

「
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
著
『
カ
ダ
ム
派
ナ
ム
カ
ブ
ム
の
問
い
へ
の
返
事
』

和
訳
と
研
究
」『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
三
、 

二
〇
〇
六

ｂ

福
田
洋
一
・
石
濵
裕
美
子
『
西
蔵
仏
教
宗
義
研
究　

ト
ゥ
カ
ン
「
一
切
宗

義
」
モ
ン
ゴ
ル
の
章
』
東
洋
文
庫　

一
九
八
六

若
松
寛
「『
紅
史
』
著
作
年
次
考
」『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
』
四
〇　

一
九
八
八

W
. D.

シ
ャ
カ
ッ
パ
『
チ
ベ
ッ
ト
政
治
史
』
訳
・
三
浦
順
子
、
亜
細
亜
大

学
ア
ジ
ア
研
究
所　

一
九
九
二

註（
1
）
カ
ギ
ュ
派
は
イ
ン
ド
に
赴
き
密
教
の
修
行
法
を
伝
授
さ
れ
た
マ
ル

パ
翻
訳
師
（
一
〇
一
二
―
一
〇
九
七
）
に
起
源
を
も
つ
。
後
に
カ

ル
マ
・
カ
ギ
ュ
派
、
パ
ク
モ
ド
ゥ
・
カ
ギ
ュ
派
、
ツ
ェ
ル
・
カ
ギ
ュ

派
、
デ
ィ
ク
ン
・
カ
ギ
ュ
派
な
ど
複
数
に
分
岐
す
る
が
、
本
稿
で
は

「
カ
ギ
ュ
派
」
と
総
称
す
る
。
サ
キ
ャ
派
は
吐
蕃
王
朝
期
に
起
源
を

持
つ
ク
ン
一
族
の
ク
ン
・
コ
ン
チ
ョ
ク
・
ギ
ェ
ル
ポ
（
一
〇
三
四
―

一
一
〇
二
）
が
経
典
の
翻
訳
師
ド
ク
ミ
（
九
九
三
―
一
〇
七
四
）
の

も
と
で
学
び
、
サ
キ
ャ
寺
を
建
立
し
た
こ
と
に
起
源
を
も
つ
。

（
2
）
チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
ミ
ニ
ャ
ク
」（m

i nyag

）
は
タ
ン
グ
ー
ト
族
や

そ
の
西
夏
国
を
意
味
す
る
他
、
広
義
で
は
東
チ
ベ
ッ
ト
地
域
や
そ
こ

に
居
住
す
る
人
を
も
含
む
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
お
い

て
「
ミ
ニ
ャ
ク
」
に
王
（rgyal po

）、
王
地
（rgyal kham

s

）、
支
配

者
（dpon/ bdag po

）
が
付
き
、
勢
力
集
団
と
し
て
記
述
さ
れ
る
際

は
「
西
夏
」
を
指
す
と
見
な
す
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本

稿
で
使
用
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
お
け
る
ミ
ニ
ャ
ク
（m

i nyag

）

は
、
全
て
西
夏
国
を
指
す
と
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、「
西
夏
」
と

訳
出
し
た
。

（
3
）
ス
タ
イ
ン
氏
が
十
六
世
紀
の
カ
ギ
ュ
派
の
年
代
記
『
ケ
ー
ペ
ー

ガ
ー
ト
ン
』
を
も
と
に
、
カ
ル
マ
・
カ
ギ
ュ
派
と
西
夏
王
の
関
係
を

指
摘
し
て
以
降
、
次
々
と
検
討
が
加
え
ら
れ
た
（R. A. Stein 1951 

1966, G
ene Sm

ith 1969, E. I. K
ychanov 1978, Lusiano Petech 
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）。
ス
パ
ー
リ
ン
グ
氏
は
カ
ギ
ュ
派
の
中
で
も
特
に
バ
ロ
ム
派

と
デ
ィ
ク
ン
派
が
西
夏
王
に
数
代
に
わ
た
り
帰
依
さ
れ
「
帝
師
」
の

称
号
を
贈
ら
れ
て
い
た
と
提
唱
す
る
。（Elliot Sperling 1987

）

（
4
）
聶
鴻
音
二
〇
〇
五
、
史
金
波
二
〇
〇
七
参
照
。
一
四
四
七
年
に
重

刊
さ
れ
た
西
夏
本
『
聖
勝
慧
到
彼
岸
功
徳
宝
集
偈
』
に
帝
師
と
し
て

登
場
す
る
人
物
の
名
が
、『
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ー
ト
ン
』
を
は
じ
め
と
し

た
カ
ギ
ュ
派
史
料
に
「
西
夏
王
の
帝
師
」
を
務
め
た
と
記
さ
れ
る
人

物
と
類
似
す
る
た
め
、
西
夏
に
チ
ベ
ッ
ト
人
僧
の
帝
師
が
存
在
し
た

と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
西
夏
の
開
国
神
話
や
土
着
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、湯
開
建
一
九
九
五
、 

鍾
焓
二
〇
〇
四
に
よ
る
漢
文
史
料
を
中
心
と
し
た
研
究
、
ま
た
西
夏

語
史
料
を
用
い
た
研
究
と
し
て
は
、西
田
一
九
九
七
、野
村
一
九
九
七
、

大
西
二
〇
〇
九
参
照
。

（
6
）
デ
ィ
ク
ン
・
カ
ギ
ュ
派
の
創
始
者
、
キ
ョ
プ
パ
・
ジ
ク
テ
ン
ゴ
ン

ポ
（‘Jig rten m

gon po, c. 1143- 1217

）
の
自
伝
（Chos rje ‘jig rten 

m
gon po’ i rnam

s phyogs bcu dus gsum
 m

a vol. 1, 123- 179
）
に

は
、
西
夏
王
が
ジ
ク
テ
ン
ゴ
ン
ポ
に
帰
依
を
す
る
契
機
が
、
テ
ム
ジ

ン
（
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
）
か
ら
の
攻
撃
で
あ
り
、
そ
の
西
夏
の
危
機

に
際
し
て
ジ
ク
テ
ン
ゴ
ン
ポ
が
侵
略
を
免
れ
る
た
め
の
儀
式
を
行
っ

た
こ
と
（fol. 165, 4- 7

）、
そ
の
返
礼
と
し
て
西
夏
王
が
ジ
ク
テ
ン
ゴ

ン
ポ
に
絹
と
金
を
授
け
た
（fol. 157, 4- 7

）
と
伝
え
る
記
述
が
見
ら
れ

る
。

（
7
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
カ
チ
ュ
ー
ワ
ン
ポ（m

K
ha’ spyod dbang 

po, c. 1350- 1405

）
の
『
カ
ギ
ュ
ー
セ
ル
テ
ン
』（bK

a’ brgyud gser 

phreng

）、
ツ
ェ
ワ
ン
ギ
ェ
ル
の
（Tshe dbang rgyal, 15C

）『
ロ
ロ

ン
チ
ュ
ー
ジ
ュ
ン
』（lH

o rong chos ‘byung

）、
ツ
ク
ラ
ク
テ
ン
ワ

（gTsug lag ‘phreng ba, c. 1504- 1564/ 1566

）
の
『
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ー

ト
ン
』（m

K
has pa’i dga’ ston

）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
8
）
こ
の
『
弟
子
た
ち
に
告
ぐ
』
は
ト
ゥ
ッ
チ
氏
に
よ
り
紹
介
、
翻
訳

さ
れ
た
（Tucci 1949, pp. 10- 12

）。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
や
、
目
片
氏
は

こ
の
書
簡
の
名
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
が
ゴ
ル
チ
ェ
ン
（N

gor 

chen dK
on lhun drub, c. 1497- 1557

）
の
聴
聞
録
で
あ
る
た
め
、
書

簡
の
真
作
性
に
は
疑
問
が
残
る
と
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
『
弟
子
た

ち
に
告
ぐ
』
の
真
偽
を
踏
ま
え
た
検
討
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（Jackson 1986,

目
片
二
〇
〇
六
ａ
）

（
9
）Jackson 1987, p. 62

参
照
。
一
二
〇
八
年
以
降
、
サ
キ
ャ
パ
ン

デ
ィ
タ
の
師
で
あ
る
カ
シ
ミ
ー
ル
僧
シ
ャ
ー
キ
ャ
シ
ュ
リ
ー
バ
ド
ラ

（
一
一
四
〇
―
一
二
二
五
）
に
そ
の
名
の
一
部
「
シ
ュ
リ
ー
バ
ト
ラ
」

の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
ペ
ル
サ
ン
ポ
」
を
つ
け
た
「
ク
ン
ガ
ー
ギ
ェ
ル

ツ
ェ
ン
・
ペ
ル
サ
ン
ポ
」
い
う
名
を
与
え
ら
れ
た
。

（
10
）
佐
口
一
九
五
一
に
よ
る
と
、
一
二
二
七
年
の
西
夏
崩
壊
か
ら
コ
デ

ン
の
領
有
が
決
定
す
る
一
二
三
五
年
ま
で
、
河
西
地
域
は
一
時
的
に

バ
ト
ゥ
ー
の
所
領
と
な
り
、
そ
の
後
に
山
丹
地
域
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
家

の
所
領
に
置
か
れ
て
い
た
。『
西
夏
の
王
地
へ
の
書
簡
』
か
ら
は
西



史
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夏
の
地
に
お
い
て
、
施
主
の
経
済
援
助
の
た
め
に
僧
が
増
加
し
て
い

る
状
況
が
窺
え
る
た
め
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
通
じ
た
西
夏
の
権
力
者

が
施
主
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
バ
ト
ゥ
ー
や
チ
ャ
ガ
タ
イ

家
の
人
物
が
在
地
の
僧
団
に
何
か
し
ら
援
助
を
行
っ
て
い
た
可
能
性

の
有
無
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
「
西
夏
の
地
の
権
力
者
」
と
い
う
表

現
を
用
い
る
。

（
11
）
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
お
い
て
、
こ
の
様
に
世
俗
の
権
力
者
を
菩
薩

と
同
一
視
す
る
よ
う
な
表
現
は
、
施
主
に
対
す
る
表
現
と
し
て
多
く

用
い
ら
れ
る
た
め
、
特
異
な
例
で
は
な
い
。
し
か
し
、
サ
キ
ャ
パ
ン

デ
ィ
タ
が
自
身
の
著
作
に
お
い
て
、
世
俗
の
権
力
者
「
菩
薩
王
」
と

い
う
表
現
を
使
用
し
た
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
西
夏
の
地
へ
の
書
簡
』

の
西
夏
の
地
の
権
力
者
と
、『
弟
子
た
ち
に
告
ぐ
』
の
コ
デ
ン
に
対

す
る
二
件
の
み
で
あ
る
。

（
12
）『
弟
子
た
ち
に
告
ぐ
』
中
のhor

はTucci 1949, pp. 10- 12
や
シ
ャ

カ
ッ
パ
一
九
九
二
、
八
〇
頁
、
福
田
・
石
濵
一
九
八
六
共
に
「
モ

ン
ゴ
ル
」
と
訳
さ
れ
る
。
さ
ら
に
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
自
身
が

滞
在
す
る
モ
ン
ゴ
ル
の
地
を
「
こ
ち
ら
モ
ン
ゴ
ル
に
（hor ‘di la

）」

（SK
K

B, vol. 5, 415. 2. 4

）
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
従
い
本
稿

に
お
い
てhor

は
「
モ
ン
ゴ
ル
」
と
訳
す
。

（
13
）
若
松
一
九
八
八
参
照
。
若
松
氏
は
、
民
族
出
版
社
よ
り
『D

eb 

ther dm
a po

』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
（
以
下
、
北
京
版
）
に
は

一
二
六
三
年
ま
で
の
記
事
が
含
ま
れ
る
た
め
、
成
立
年
を
一
二
六
三

年
と
見
な
す
。

（
14
）『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』
は
、
主
に
現
在
シ
ッ
キ
ム
所
蔵
の
写
本
に

基
づ
い
た
シ
ッ
キ
ム
版
、
五
つ
の
底
本
に
基
づ
き
校
訂
が
行
わ
れ
た

北
京
版
が
使
用
可
能
で
あ
る
。
北
京
版
は
、
シ
ッ
キ
ム
版
と
比
較
し

て
、
カ
ル
マ
派
と
デ
ィ
ク
ン
派
の
章
が
加
え
ら
れ
て
お
り
四
十
頁
ほ

ど
多
い
。
こ
の
部
分
は
西
蔵
自
治
区
档
案
局
所
蔵
の
版
本
に
依
拠
す

る
と
さ
れ
る
が
、
現
在
そ
の
西
蔵
自
治
区
档
案
局
所
蔵
の
『
テ
プ
テ

ル
・
マ
ル
ポ
』
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

	

ペ
テ
ッ
ク
氏
は
こ
の
北
京
版
の
追
加
部
分
が
、
他
の
章
と
比
較
し

て
記
述
が
詳
細
で
あ
る
点
や
分
量
が
多
い
点
や
内
容
の
不
調
和
か

ら
、
後
世
に
追
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
る
。（L. Petech 

1990, pp. 1- 4

）

（
15
）
西
田
一
九
九
四
、
三
五
頁
参
照
。
西
田
氏
は
ズ
王
（dzu rgyal po

）

は
西
夏
語
で
「
帝
」
を
意
味
す
る
「
ズ
」
と
一
致
す
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
16
） 

稲
葉
・
佐
藤
一
九
六
四
、
八
五
頁
参
照
。
強
王
と
訳
出
し
たrgyal 

rgod

は
、
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
お
い
て
西
夏
王
全
般
を
指
す

表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
人
の
王
の
名
前
と
し
て

登
場
し
て
い
る
。
し
か
しrgod

に
は
「
強
力
な
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
、『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』
の
訳
出
を
お
こ
な
っ
た
稲
葉
・
佐

藤
両
氏
も
西
夏
王
全
般
を
指
す
「
強
王
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
本
稿



サ
キ
ャ
派
史
料
に
お
け
る
西
夏
の
記
述

三
九

も
こ
れ
に
従
う
。

（
17
）byang ngos

そ
の
も
の
の
意
は「
北
方
」で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
タ
ン

グ
ー
ト
族
が
居
住
す
る
北
方
地
帯
を
指
す
。R. A. Stein 1951

は
甘

州
方
面
を
指
す
も
の
と
し
、
稲
葉
・
佐
藤
一
九
六
四
やE. Sperling 

1987, Jackson 1987

も
ス
タ
イ
ン
氏
に
従
う
。
本
稿
も
こ
れ
に 

従
う
。

（
18
）R. A. Stein 1951
、
稲
葉
・
佐
藤
一
九
六
四
参
照
。gha

は
「
夏
」

の
音
訳
で
あ
る
。

（
19
）
ゲ
ゲ
ン
皇
帝
と
は
、
第
九
代
カ
ア
ン
・
シ
デ
ィ
バ
ル
（
英
宗
、
在

位
一
三
二
一
―
一
三
二
三
）
を
指
す
。

（
20
）
稲
葉
・
佐
藤
一
九
六
四
、
七
八
頁
参
照
。
両
氏
に
よ
る
翻
訳
『
フ

ウ
ラ
ン
・
テ
プ
テ
ル
』
一
九
六
四
で
は
「
禅
師
」
を
意
味
す
る

「rtsen rtsi

」
と
転
写
さ
れ
「
西
夏
の
禅
師
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ

シ
ェ
ー
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
『
テ
プ
テ
ル
・
マ
ル
ポ
』
の

シ
ッ
キ
ム
版
、
北
京
版
、
民
族
文
化
宮
所
蔵
の
ウ
メ
字
版
、
そ
し

て
『
漢
藏
史
集
』
と
『
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ー
ト
ン
』
の
「
西
夏
の
王
統
」

は
「rtsen rtse

」、『
王
統
明
示
鏡
』
の
「
西
夏
の
王
統
」
で
は
「tsen 

tshe

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「rtsen rtse/ tsen tshe

」
と

「
禅
師
」
を
意
味
す
る
「rtsen rtsi

」
の
関
係
に
関
し
て
、
本
稿
で
は

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、「
禅
師
」
と
せ
ず
そ
の
ま

ま
「
ツ
ェ
ン
ツ
ェ
」
と
表
記
し
た
。

（
21
）
筆
者
が
使
用
し
た
民
族
文
化
宮
所
蔵
の
ウ
メ
字
版
『
テ
プ
テ
ル
・

マ
ル
ポ
』（
複
写
）
で
は
シ
ェ
プ
イ
ェ
（sheb yes

）
に
省
略
さ
れ
表

記
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）『
ア
ム
ド
政
教
史
』
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
イ
ェ
シ
ェ
ー
に
関
す
る
記
述
部

分
に
関
し
て
は
、
出
典
に
関
す
る
情
報
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
23
）
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
お
い
て
甘
州
（byang ngos

）
は
西
夏
（m

i 

nyag

）
の
地
域
を
指
す
。
前
掲
注
一
七
参
照
。

（
24
）
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
何
者
か
、
と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
「
私

は
こ
の
地
域
の
首
長
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
（nga la dpon gcig yod  

pa

）」
と
答
え
た
。Chos rje pandita chen po’i rnam

 thar gsung 

sgros m
a SK

K
B, vol. 9, 34. 2. 5.

ま
た
、
コ
ラ
ム
・
パ
ソ
ナ
ム
セ
ン
ゲ

（G
o ram

 pa bsod nam
s seng ge, c. 1429- 1489

）に
よ
る『
三
律
儀
分

別
註
』（sD

om
 pa gsum

 gyi rab tu dbye ba’i rnam
 bshad rgyal ba’i 

gsung rab kyi dgongs pa gsal ba zhes bya ba bzhugs so. SK
K

B, 

vol. 14, 119. 1. 1- 199. 3. 6

）
に
は
、
こ
の
人
物
は
「
私
の
主
人
は
こ
の

地
域
の
支
配
者
だ
っ
た
（nga’i dpon de bdag po byas pa yin

）」

（SK
K

B, vol. 14, 128, 3. 3

）
と
返
答
し
た
と
記
さ
れ
る
。

（
25
）
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
は
断
定
と
は
至
ら
な
い
ま
で
も
、SK

K
B

で
は
ゴ
ル

チ
ェ
ン
の
著
作
リ
ス
ト
に
区
分
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ゴ
ル
チ
ェ
ン
の

著
作
と
見
な
す 

（Jackson 1987, pp. 15- 37

）。
ま
た
、
サ
キ
ャ
派
の

論
理
学
者
で
あ
る
コ
ラ
ム
パ
・
ソ
ナ
ム
セ
ン
ゲ
に
よ
っ
て
一
四
六
三

年
に
成
立
し
た
『
三
律
儀
分
別
註
』
に
も
同
内
容
が
採
録
さ
れ
て
い

る
た
め
、
少
な
く
と
も
一
四
六
三
年
ま
で
に
は
そ
の
記
述
の
存
在
を



史
観
第
一
七
五
冊

四
〇

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
26
） 

同
書
簡
に
お
い
て
、
ナ
ム
カ
ブ
ム
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
が
侵
攻
し
て

き
た
時
に
取
る
べ
き
行
い
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ナ
ム

カ
ブ
ム
が
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
の
軍
事
侵
攻
を
恐
れ
て
い
た
様
子
が
明
ら

か
に
な
る
。（SK

K
B, vol. 5, 415. 3. 1- 3. 3

）

（
27
）
和
訳
は
目
片
二
〇
〇
六
ｂ
を
参
考
に
し
た
。

（
28
）
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
る
ヤ
ル
ル
ン
パ
・
タ

ク
パ
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン（Yar lung pa grags pa rgyal m

tshan, c. 1242-

1346

）
の『
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
中
伝
』（C

hos kyi rje sa skya pandita 

kun dga’ rgyal m
tshan dpal bzang po’i rnam

 par thar pa ‘bring po 

zhugs so. Lam
 ‘bras slob bshad. vol. 1

）、
そ
し
て
、
既
出
の
『
ス

ン
ド
ー
マ
』、『
三
律
儀
分
別
註
』
で
あ
る
。

（
29
）
福
田
・
石
濵
一
九
八
六
、
三
七
―
四
〇
頁
参
照
。
福
田
・
石
濵
両

氏
に
よ
る
と
、
こ
の
招
聘
状
の
信
憑
性
は
非
常
に
疑
わ
し
い
と
さ

れ
る
。
一
方
、『
カ
ダ
ム
派
ナ
ム
カ
ブ
ム
の
問
い
へ
の
返
事
』
は
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
に
よ
る
と
、
ご
く
古
い
時
期
か
ら
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ

タ
の
真
作
と
し
て
認
知
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
（Jackson 

1987, p. 111

）。
先
行
研
究
の
よ
う
に
、
こ
の
招
聘
状
が
後
世
に
意
図

的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
尚
更
後
世
の
サ
キ
ャ

派
の
人
物
ら
に
よ
っ
て
、
コ
デ
ン
が
積
極
的
に
仏
法
を
求
め
た
様
子

が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
30
）
十
六
世
紀
に
成
立
し
た
『
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ー
ト
ン
』
に
お
い
て
、
こ

の
ド
ル
ト
ク
の
軍
事
侵
攻
は
「
コ
デ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
ド
ル
ト
ク
が

ギ
ェ
ル
ラ
カ
ン
を
破
壊
し
、
ソ
ト
ン
を
始
め
と
し
た
五
百
人
を
殺
害

し
、
そ
の
後
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
を
招
聘
し
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。
逆
に
、
こ
の
『
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ー
ト
ン
』
以
前
に
は
、
ド
ル
ト
ク

が
コ
デ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
と
直
接
明
記
し
た
記
述
は
な

い
。
コ
デ
ン
が
軍
事
侵
攻
し
た
と
伝
え
る
記
述
は
『
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ー

ト
ン
』
が
初
出
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ト
ゥ
ッ
チ
氏

は
、
著
作Tibetan Painted Scrolls vol. 1

に
お
い
て
、『
テ
プ
テ
ル
・

ゴ
ン
ポ
』
に
コ
デ
ン
が
派
遣
し
た
ド
ル
ト
ク
が
チ
ベ
ッ
ト
に
軍
事
侵

略
し
た
記
述
が
あ
る
と
記
す
が
、
そ
れ
は
正
確
で
は
な
い
と
い
え
る
。

（
31
）
杉
山
二
〇
〇
四
、
四
八
八
頁
参
照
。
初
代
コ
デ
ン
（K

öden

）
の

死
後
、
コ
デ
ン
家
の
当
主
は
、
コ
デ
ン
の
第
一
子
メ
ル
ギ
デ
イ

（M
ergidei

） 

、
第
二
子
モ
ン
ゲ
デ
ュ
（M

önggedü

）、
第
三
子
ジ
ビ

ク
テ
ム
ル
（Jibig Tem

ür

）
へ
と
継
承
さ
れ
た
。

（
32
）
乙
坂
一
九
八
六
参
照
。
こ
の
時
期
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
団
勢
力

内
部
で
は
、
座
主
の
血
縁
の
在
俗
者
な
い
し
有
力
な
提
携
諸
侯
か
ら

実
際
の
政
務
に
あ
た
る
俗
権
首
長
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
俗
権
首
長
は

あ
く
ま
で
も
宗
派
の
当
主
で
あ
る
座
主
の
制
約
下
に
置
か
れ
る
が
僧

院
領
の
統
治
を
行
っ
た
。

（
33
）
杉
山
二
〇
〇
四
、
三
八
二
頁
参
照
。
カ
ア
ン
（ga gan

）
の
帝
称

は
、
二
代
目
オ
ゴ
テ
イ
が
自
己
の
専
称
と
し
て
使
用
し
て
以
降
モ
ン

ケ
、
フ
ビ
ラ
イ
と
踏
襲
さ
れ
た
帝
称
で
あ
る
。
オ
ゴ
テ
イ
に
よ
り
カ



サ
キ
ャ
派
史
料
に
お
け
る
西
夏
の
記
述

四
一

ア
ン
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
記
す
る
点
か
ら
も
、
パ
ク
パ
が
、
モ

ン
ゴ
ル
の
歴
史
を
的
確
に
把
握
し
て
い
た
様
子
が
覗
え
る
。

（
34
）『
ジ
ビ
ク
テ
ム
ル
が
「
華
厳
経
」「
金
光
明
経
」「
十
萬
般
若
波
羅

蜜
多
経
」
を
建
立
し
た
際
の
全
文
』（Ji big de m

ur gyis phal chen 

gser ‘od stong phrag brgya pa rnam
s bzhengs pa’i m

tshon byed. 

SK
K

B, vol. 7, 262. 3. 1- 263. 4. 2

）


